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先進技術を担い

世界へ羽ばたく

エンジニアを育成

先進技術を担うエンジニアの育成を目標とする工学部

は､機械工学科､電気電子工学科､コンピュータ理工学科、

情報メカトロニクスエ学科、土木環境工学科､応用化学

科､先端材料理工学科の７学科で構成されています。

工学部では､専門技術を身につけるために必要な数

学･物理などの工学基礎科目､コミュニケーション能力･英

語能力養成科目やエンジニアリングデザイン能力 養゙成

科目を系統的･効果的に履修できます。こうした充実した

教育体系により､社会的な課題に実践的対応ができる優

れたエンジニアを養成します。

問題設定力･ 構 想力 哺|｣造 性･種々の 学問や技術 の統合化･ 応用能力

などこれ からのエンジ ニアに 必要不可欠な 能力。



１

ぺWaミr かy 心 心yヾ ゛4, aゝ r 、 、％・
μぐ ゜゙ ^　　　　　　　 ぺ弘I心

心4 曳　　　　　　 ｙ

卜
４

｢ わ か り 始 め る と
、

面 白 く な る｣

エ ン ジ ニ ア に 欠 か せ な い 基 礎 学 力 、好 奇 心 を ク ン ダ ン 伸 ば し ま す 。

山 梨 大 学 工 学 部　3 つ の 特 徴

少 人 数 教 育　　　　　

㎜㎜　　　　

フ ィ ロ ス　　　　　　　　 反 転 授 業

山梨 大 学は 徹 底し た 少人 数教 育を 実　 基礎力を磨き､次のステップへ｡専任 の　 講義はあらかじめマルチメディア教材など

践｡卒業研究も教員一人に対し､学生は　 教員が 常駐 する自習 室｢フィロス｣は､ 学　 で学習し､授業では学生 たちが協同 学習3

人以下で､ 吉め細 かくレ ベルの 高い指　 生 同士 が互い に助け 合い､刺 激を与え　 で問題解決等にあたる反転授業は､学習

導を 行 ってい ます 。
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合いな がら学力を高めます。
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[〉 詳しくは3 ページへ

意欲と理解 度の 向上を目 的としています。

[〉
詳しくは5ペ ージへ

特集 山梨大学の特色ある取り組み　　ｌｌ　　　 学科紹介　　　　　　　　　　　　　　・
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共に考えたり、教え合ったり、議論をしたり…

｢共創学習｣という学びのスタイルが知識を深める。

｢フィロ ス｣とは､ギリシ ヤ語でお 互い に支

え合う愛､あるいは知的 な愛を意味します。

山梨 大学の 取り組み のひとつであ る共 創

学習 支援室フィロ スは､工 学 部の学生 が､学

年や 学科 の壁を越えて自主的 に集まり､学習

交流を行う場｡ 学内にフィロ ス専用室を用意

し､平日 の 午前10 時 から 午後8 時 まで､ 学生

に 開放していま す｡また､学生 の伸 びる才能

を伸ばし､足りない部分を補うべく､数 学と物

理を 専門とする 教員各1 名が 常駐し､クル ー

ときには議論をしたりする場面も
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べ

プ 学習 や 個人 学習､そして共創 学習 の 支援

を 行っています。

フィロス利 用者は年 々増加して､平成23 年

度以 降 は１日 平均50 名 に なり､試 験前 など

の繁忙 期にはフィロス専用室 だけで はなく、

専 用室のある建 物内 の会議 室も臨時フィロ

スとして利用 するようになりました。

フィロ スの 特 徴は､ 単純 な質 問 部 屋で は

なく､仲 間同 士 の切 磋 琢磨 の 場所 になって

いること｡フィロ スを 常 時利 用している学 生

の 多くは､そ れ以 外の 学生に比 べ､入学 時の

成績 に関わら ず学力 が増 進しているという

調査結果がでています。

このように基 礎力を磨い た学生 が１ 年次

から関心 のあるテ ーマに 参加 することので

きるキャリアハウスで活 躍し､その 経験をも

とにフィロスで友人 だちとさらなる勉学に打

ち 込ん だり､活 発に 議 論し 学ぶ 姿 勢が 他の

学 生 に 良い 刺激 を 与え たりと､フィロ スは

様々な 相乗効果をあ げてい ます。
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フィロスつてどんなところ？

フィロ スを 利 用してい る 学生､ 専 任 の 指 導員 の 先 生 に 伺い まし た。

フィロスに来ると｢自分も頑張らなくては｣という気 持ちになります。

フィロ スの利 用方 法は､ 講義 の課題

に取り組 んだり､レポ ートを 書い たり、

グル ープで議論したりと様々ですが､と

ても 勉強しや すい空 間なので､ 僕はほ

とんど毎 日のように通ってい ます｡ここ

には､２名 の先生 が常駐されているの

で､ 分からな いことが すぐ質 問できる

のもいいで すねO 家で 勉強していて答

えに詰 まってしまっでも､フィロ スで だ

い たい のことが解 決でき ます｡先生 方

は､こちらが分 かるまで丁 寧に教えてく

だざる ので すが､ご 自分 たちの方 から、

あ れこれと口を はさ むことはさ れ ず、

学生 の自主性を 大切 にしてくだ古って

いるようで すO

フィロスには､ホワイトボードが沢山

置か れていて､そ れを使って友達 同士

で 教え合ったりする場 面が 良く見られ

ます｡ここに来る学生は､ 勉強 に意欲が

ある人 だちな ので､一 緒にいると刺激

を受け､｢ 自分も頑張らなくては｣という

気持ちになるのも､フィロスのいいとこ

ろだと思います。

まだ､足を運んでない 人もぜひ 積 極

的 に利 用してほしいで すO得るも のは

きっと大きい はずです。
先端材料理工 学科　 栗原君
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フィロ スは､学 生 たちがや る気を 起

こし､お 互いに切 磋琢磨してもらうこと

を目 的としてい ま す｡ここでは､こうで

なくては ならな いということは 一切 あ

りませ ん｡使い 方 は 学生 次 第で す が、

試験 前になると､多くの 学生が 試験 対

策の ため に やってきてい るようで す。

授業のある日は､僕たち教員 ２名が 朝10

時 から夜8 時まで常駐し､学生のリク

エ ストに応じ た対応 を行い ます｡自 分

の経 験から､学生 の詰まっているところ

がよく分かるので､きちんと理解できる

まで教えるように 努めていますO質 問し

ここで努力している学生は人間的にも成長していると感じます。

たい けれど､言い 出 せない 様子 の学生

に は､こちらから声を かけることもあり

ま すが､無 理 に 関 わらず､学生 たち が

教え 合っ たり議論したりという自主 性

に 任せて います｡学生 たちを 見ている

と､ここで 努力している 学生 は 人間 的

にも成長していると感じます｡やるべき

ことをやると､他を思いやるゆとりが生

ま れてくる のかもしれ ません｡ 学生 た

ちに は 自分 のペ ースを 大切 にしな が

ら､ 焦ら ずじっくりと勉強に 取り組んで

ほしいと思っています。
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授業と宿題の役割を反転させることで

学生の学習意欲や

理解度を高める反転授業。

反 転 授 業と は､授 業と宿 題 の 役 割を｢反

転｣さ せる授業 形 態のことを 言います｡大学

の授 業は 通 常､教員 が壇 上に 立って 講義を

行い､ 学生 は それ をノート にとったり､家で

復習したり､レ ポートという形 で演習 問題を

解い たりして､学んだ知識を定 着さ せてい き

ます｡し かし､こうした形 態で は､なか なか 学

生 たちのモチベ ーション が上がらず､ただ受

動的 に講義を聞くだけであったり､授業の 内
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容 がよく理解 出来 な い

ままに終わってしまう等

とい った 問 題点 が あり

ま すO反 転 授業 は､この

ような 問題を解 決し､学

生 たちの学習 意 欲や理

解 度を 高める ことを目

的としてい ますO
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｢従来､教 室で行ってきた講 義を事 前にオ

ンラインで視聴させ､教 室では宿 題とされて

い た課 題 につい て､教 員が 個々の 学生に 合

わせて指導したり､学生が 他の学生と協働し

な がら取り組む｣という反転 授業の利 点の一

つ に 相乗 的な 学習 効果 が 挙げられ ます｡行

動力の 高い 学生 は､他の 学生 に自分の 習得

したことを 発表したり､教える側に 回ってクラ

ス全体の学力 向上に貢 献したりできますO逆

に宿 題を やってこな い 学生 は､教 室で 恥 ず

かしい 思い を することになり､そ れによって

自分も頑張ろうという気 持ちが芽生えたりし

ま す｡また､教員 に対 する 親近感 やクラスの

連帯感が生まれるのも 反転授業 の利点の一

つ で す｡反 転授 業 はか なり以 前 から提 唱さ

れ､国 内でもこれを 導入している大学がある

ようです｡しかし､山梨大学の 特長は､一個 人

の 教授 が行うので はなく､工 学部 全体 が一

つの チ ームとして取り組んでいることで す。

複 数の 教員 が連 携して､問題 点に ついて 相

談したり､手 法を交 換しあったりしな がら進

めていく体制は､ 反転授業をより一層効 果的

なものにしています。
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反転授業ってどんな授業?
反転授業を経験した学生と指導されている先生に伺いました。

友達と協同で問題を解決する反転授業は、やる気が違ってきます。

先生 の講義を 聞くだけ だったこれま

での 授業と違い､ 友達と話し合 いな が

ら 課題 などを 解いていく反 転授 業 は、

新 鮮で面 白いと感じてい ます｡座学 だ

と､い きなり難しい 話をさ れて理 解で

き ず､つい つい 眠ってしまったり､疑問

が 残ったりすることがあるのですが､ パ

ソコン なら何 回も 繰り返して視 聴する

こ と が で き る の

で､講 義 の 内 容 が

よく理 解できます。

そ れ に､分 から な

い ところを はっ き

りさ せて授業 の中

で 友 達と一 緒 に

解 決しようと思う

と､やる気 が 違っ

てきます｡反 転授

業 は､ 学 生 た ち

が 協 同 で 行う授

業で すから､真面目 に 勉強していか な

いと議論 に参 加でき ません｡そんなと

ころ が､やる 気を 起こさ せる原因 な の

か なと思い ま す｡た だ､家 での 学 習 時

間が 今までより長くなっているので､ 正

直 に いうと､もうちょっと講 義 が 短 か

かったらいい なと思うこともあるの で

すが…。

反転授業 のことを他大 学の友達に話し

たら､返ってき た の は｢ヘエー｣とい う

返事だけでしたが､やってみれば､これ

までよりずっと楽しい授業 だということ

が分かると思います。

情報メカトロニクスエ 学科　 望月君､ 金子君

学生の中に主体的に学ぼうという意欲が生まれ、成績も伸びています。

大学の授業といえば 講義を受けるこ

とと思われていましたが｡ 皆がせっかく

同じ場 所に 集まっているの に､た だ先

生 の話を聞いている だけではもったい

ない｡それなら､ 今まで宿題に なってい

たレ ポートや演習問 題を 皆で相談しな

がらやっていこうというのが 反転 授業

の発想で す｡普通の講義 ですと､教える

側 かいくら工 夫しても､学 生は 試験 の

ため の 勉強 になりがちで すOこ れで は

どうしても 理解 度が 浅くなってしまい

ま す｡またレ ポート 等も 授業 の内 容が

よく理 解できな いまま､ちょっとごまか

して 書い てし まうということもありま

すOし かし､反転 授業 だと分からないこ

とは 友達 同士 で聞き 合い､ノリのよい

授業になりますし､予 習してこないと議

論に 参加 できなくなる ため か､皆きち

んと勉強してきますOまた､話 すのが苦

手たった生徒が 自分 から発 言するよう

になるという傾 向も 見ら れます｡学生

の学習 意欲も 成績も確実 にアップして

い ますが､それ だけにとどまらず､社会

で 求められるプレ ゼン テーション能力

などが上がることを期待しています。 森潭先生( 情報メカトロニクスエ学科)
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山 梨 大 学 工 学 部 学 科 紹 介

７つの学科からなる山梨大学工学部は、物理的､化学的、生物学的、

そして社会的な現象について先端的研究を行うほか、産学協同による

様々なプロジェクトにも取り組んでいます。

ETや

％
先端材料

理工学科

応用化学科

土木環境工学科

情 報

メカトロ ニクス

Ｉ　
工 学 科　 ＝



機 械 工 学 科
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詳 しい紹介 は機械 工学 科ホ ームペ ージ

http://ｗｗｗ.ｍｅ.yamana5hi.aC.jp
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医療・福祉・科学捜査に関する研究

超高齢社会を迎え､福祉･

医療･科学捜査などの分野

で､人体損傷の評価が重要

になってきてい ます。例え

ば､介護･福 祉分 野に おい

て､サービスロボットの開発

が積極的に行われておりま

すが､人 体接 触･損傷 に関

伊藤　准教授

する評価が不可欠であります。また､事件･ 事故の科

学捜査においては､ 裁判員制度の導入によって､より

高精度な人体損傷の検証･評価が求められています。

本研究室では､人体損傷評価を中心に医療､福祉、

科学捜査に関する研究を行っています。具体的には、

1.外力による人体損傷メカニズムの解明

2.高齢ドライバー運転リハビリシステムの開発

3.三次元人工股関節手術計画立案の自動化

4.その他( 医工連携による安全技術の開発)

といった課題に取り組んでいます。

運 転リハビリ用 シミュレ ータ
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人工股関節三次元応力解析

UNIVERSITYOP 喘 ＭＡＮＡＳＨ』 ０８



電気電子工学科
Depart ｍｅｎt of Ele(tronics and Ele(trical Engineeriｎ9

詳しい 紹介 は電気 電子工 学科 ホーム ページ

http://ｗｗｗ.ｅｅ,yamanashi.aCjp

ホロ グラ フィックメモリの 実 験

太陽光発電、集積回路、通信技術、電気電子工学技術は未来を

大きく変える力があります。あなたも未来を創リませんか ？

キ　　　_

I － ●　 ｜　 ・ II　　　　　　11111＝

剽 目I　　

雷 常 Ｔ 弐||｡ 井
一

脊: 彝　
，

社 会で実際に

使 われている

応用工 学の知

識を学 ぶとと

もに､様々な電

気 電子技術に

つい て実 験を

行 い､実 践 的

な 技術を身に
付けますO

記録されたデータ

う ，がIX iL ｙI Ｘ Ｘl ｊl

|=I　　　　　　　　　　　 I

大容量ホログラフィック光メモリの開発

ビデオオンデマンドや八

イビジョン放送が実用化さ

れ､更なる映像 の高精細化

か検討されています。また、

消費 者やユーザの行動 情

報を記録したビッグデータ

から､新しいサ ービスを開

発するために 有用な 情報

本間　准教授

を解析･抽出する技術が近年注目されています。そ

のような大量の映像コンテンツやビッグデータを保

存するために､私たちは､大容量で､高速転送可能な

次世代ホログラフィックメモリの開発を目指して研

究を行っています。マルチフレームタイプ超解像度

技術をデータ再生に組み込むことにより､エラー訂

正精度を向上させ､さらに記録密度を改善する方法

を提案しています。(国際会議ISOM2013 発表)

09　U ＮIＶERSITY ＯF ＹＡＭＡＮＡSＨI
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ぷ

ソフトウェア･ハードウェアの基礎技術から、人工知能・CG･

ソフトウェアエ学･感性情報工学などの応用技術まで。 羅
詳 しい紹介 はコン ピュ ータ理 工学科 ホー ムページ

http://ｗｗｗ.(sｅ.yａｍａｎａshi.a(Jp

カ リ キ ュ ラ ム

Pｏｉｎt

ビッグデータに眠る深層知識を発見する

私達が暮らす現代は｢情

報爆発｣の時代と呼ばれま

す。世界のデジタルデータ

量は2020 年に40ゼタバイ

トに達する見込みです。

流通される膨大なデータ

はスマホから車の運転､医

療･健康､気象観測などさま

屎

山本助教

ざまな分野で活用されるようになっていますが､一

方､ 利用されるデータはまだ全体に比ベー握リです。

そこでいま､膨大な｢ビッグデータ｣から､これまで

にな かった新しい知識や洞察を得るデータマイニン

グ技術に注目が集まっています。

私達はその中で､日々刻々と変化する多次元の時

系列データから潜在パターンやルール､ 素性など、

データに隠された｢深層知識｣を高速･ 省メモリで抽

出する技術を開発しています。

，

自

自

沌 ｉ

時系列に流れるｽﾄﾘｰ ふデ
こ

夕1( 組
消 沈 儡ii

する)j

気 象観測､センシング､マーケットデータ応用

要求

出力:

頻出パターン

の集合

本研究課題は2014 年度の科 学技術振興機構(JST)

戦略的 創造研 究推進 事業｢さきがけ｣に

採択され今後､バイオや 医療､農業といったさ

まざまな用途への応用が期待さ れています

UＮIＶERSITY ＯF YＡＭＡＮＡSH1　10
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情報メカトロニクスエ学科
D ｅｐａrt ｍ ｅｎt ｏｆ Ｍ ｅ(hatr ｏｎｉ(:s

複数の学問領域(機械・電気･ 情報)にまたがる統合システム(

ロボット等)の構築技術を基礎から広く学びます。

カリキュラム

電子機械製品の設計と作動に不可欠な機械･電気･情報の融合技術を学びますｏ

ｌ．既存の1学科では対応困難な学科横断的教育内容

２．コアとしての機械･電気･情報のいずれかの専門教育

3.Prｏｊｅ(t Basｅｄ Ｌｅａrnin9(PBL) の継続的実施

詳しい 紹介 は情報 メカトロ ニク スエ学科 ホ ームペ ージ

http://ｗｗｗ･jm･yamanashi. ａc･jp

｜ | | 1 1 1 1 1 1 ■ I I ■ I - 　 　 　

　

ステレオカメラは人

間の眼と同じように2 台

のカメラを並べたカメ

ラシステムです。この２

台のカメラで同じ物体

を撮像し比 較すると視

差(画 像間での 物体の

位 置に ズレ)が 生じま

● ● ● ● ● ● 　 　 　 　 　 ● ● ● ● ● ● ● 　 　 　 　 ● ● ● ● ● I 川 ｋ

¶ 卜

， 　 　 　

応 用 工 学 科 目 　 　 　 　

，

三 次元 分布は　　　 ｀

下 図になるから

障 害物 はどこかな?

ロボットはどう動けば

安全 かな？　　　　 ．

丹沢　准教授

す｡この視差により､コンピュータも人間の眼と

同じように周りの環境を 立体的に認 識できるよ

うになります。立体的に環境を 認識できれば､色

や模様に関係なく自動車や人間などを容易に確

実に見つけることが出来ます。

私たちは､自律移動ロ ボットや自動運転の自

動車などの眼としてステレオカメラを用い､より

人間に近い賢いロボット､より安全な自動運転自

動車の実現のための研究を行っています。

UＮIＶERSIT Ｙ ＯF Y ＡＭＡＮＡSHI
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し ● グ

尉 ら 阪 大

コンピ ュー タ が 認 識 した 環 境(

直進はぶつかりそうだな･･･ 避けよう)

協 働 開 発 育 成

のためにグルー

プ による 開発 実

践教育を 行い ま

すO

ステレオカメラによる三次元環境認識

聡

ステレオ カメラ

口＞

距離分布置餓

(距離を色で表現 近■ 朧 ● 遠)
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土木環境工学科

人と自然が共生できる環境を創造し、災害に強く安全で

快適な社会を実現するエンジニアを養成します。 國
詳 しい紹 介は土 木環境 工学科 ホー ムペー ジ

http://ｗｗｗ.(ｅ･yａｍａｎａshi.a(jp

カ リ キ ュ ラ ム

Pｏｉｎt
専 門科目 の修得 に

必要 な基 礎工学 科

目の 学 習はフィロ

スによる丁 寧 な 支

援が 受けられます。

デザイン教 育 が充

実しています。

U Ｎ¶ＶERSIT Ｙ ＯF ＹＡＭＡＮＡSH1　12

皆さんは､バスが使いにくい　　　　 。

と思ったことはありませんか?　　　　 濯　‘ 。

バスや鉄道などの公共交通は　　　　　。、

複数の人が利用することを前

職

提とするため､一人一人にとっ

ては必ずしも使いやすいとは

ａ

限りません｡どのようにしたら　　　　　　。`

多くの人 にとってバスは使い　　　 佐々木 教授

やすくなるのでしょうか?

１）山間地を走るバスに対して､現地調査をもとにルー

トの提案からバスダイヤの変更までを実施し､従来

比４倍以上の利用者に増加させました。

２）運行情報だけでなく､地域情報を盛り込んだわかり

やすいバスマップを甲府市と共同で作成し､好評を

得ています。

３）地域で乗合を支援するシステムを構築し､それを実

証的に運行しています。

１)と２)の研 究の 成果は､日本モビリティマネジメント会 議にお いて、

それぞれ技 術賞及び デザイン賞として表彰されました｡ ３)の研究は総

務省からの支援を受けています。

土 木工 学 の 専 門 科

目の 基礎を広く学び

ますO防 災･環 境など

重 要な テ ー マ の 基

礎を 学 習し ます｡ま

た､実 験や 演習科 目

も充実しています。

T …………………………’l十…………… ｙ
゛

便利で生活を支援できる新たな移動環境の構築

…………………………………… …… …

…j 。
ﾊﾞ11l 、

………………… … …… ………ril
じl: ヽhilt

ｈ] ｊ ｉ
ｈ

／i1111

ｒi i 'li i ‘11 ‘IF



応用化学科
Depart ｍｅｎt of Applied Chemistry

ｔ
　

皿

● ● S

叙 I

･･　ﾌｮ　　　　　

回;･[i]ｇﾋ

学 科

男

http:// ｗｗｗ.( ｈｅｍ･yａｍａｎａshi.ａ(,jp

安全･安心で快適さを保つ新素材・高機能物質やクリーン

エネルギー開発、環境問題に取り組む専門技術者を育成します。

カリキュラム
１ 年次で は､ 理工 系科目 ばかりでなく一 般教 養や外 国語 などの 基礎 力を 養 成し､ ２～ ３年 次で化 学分 野の 専門 技術 者としての基 礎知識 の修得､ さら

に多くの 実験･ 演習 科目 により化 学的な 課題 に取り組む 基礎 学力を身 につけます｡ ４年 次には 卒業 研究として各 研究 室､クリーン
エネル ギー研 究セン

ターなどで 最先 端の 研究 に取り組 みます｡また多くの 学生 が大 学院 へ進 学しさらに専 門性の 高い 内 容を 学び､ より実 際的な
化 学的課 題に取り組 む能

力を 身につけていますO

- 　 　 　

導電性高分子のフィ

ル ムを 折り曲 げ て

作っ た 有 機ロ ボッ

ト｡2Vの電 圧を 両端

にかけると伸び､ 電

圧を切ると元の長さ

に 縮む｡両 端に 取り

付 け た足 が 曲 かっ

ているため､伸縮を

繰り返しながら一方

向に歩く。

賢い(インテリジェント)材料を用いた有機ロボットの開発

生物から｢動き｣のエッセ

ンスを取り出し､環境変化

や刺激に応答して動く｢賢

い(イン テリジェント)材

料｣を作ることはできない

でしょうか?｢ 動かない｣有

機材料に刺激を与えて自由

に変形させることができれ

奥崎　教授

ば､柔軟でしなやかに動くロボットや人工筋肉が実

現できます｡私達は､導電性高分子(電気を通すプラ

スチック)に電圧をかけると空気中で縮む現象を､ 世

界で初めて見つけました。さらに､導電性高分子の

フィルムを折り紙のように折り曲げることで､虫 のよ

うに歩く有機ロボットの作製に成功しました。軽くて

柔らかい 介護用パワーアシストスーツや点字ディス

プレイ､能動カテーテルなど､医療･ 介護･福祉分野

での応用が期待できます。

13　U ＮIＶERSITＹ ＯF YＡＭＡＮＡSHI



Ｌ

先端材料理工学科
Depart ｍｅｎt of S(ｉｅｎ（ｅ ｆｏr Ad ｖanced Mat ｅrials

。

に ｅ`鸞雲?琵回乱応諾

… …… … … … … 　 　

Pｏｉｎt

石 川 准教 授( 左 端)

ディスカッションの 様子

様々な形と配置のナノ構造体(

堀･内山研､酒井研､東海林研)

UＮIＶERSITY ＯF YＡＭＡＮＡSＨ1　14

物質科学と光科学による

脳機能の実現を目指して!
－

・

脳のように自 分の判断で動 作するコン

ピュータを実現するため､小林･石川研究室

では､″近接場光″と呼ば れる空間を伝 わら

ない不思議な光で情報を伝える方法を理論

的に研究しています。

分子と同程度の小さな ナノ構造体の周り

には､形や環境に応じて様々に変化する近

接場光が発生します｡ ナノ構造体を組合せ

それら近接場光で情報を伝えるシステムを

作れば､ 環境に応じて柔軟に答えを見つけ

る新しい機能のコンピュータが期待出来る

のです。

物質科学と光科学を専門とする研究室が

グループを組んで全く新しい脳機能の実現

を目指しています。

一 一 一 一 －

脳の神経回路(酒井研)

〕○(
近接場光のシミュレーション

(小林･石川研)



汗 飛 行

こ の 節 附 フ は ｊ Ｍ Ｉ』月 の 紙 へ

しIサ イ ク ル で き Ｊ す

ＡＣＣＥＳＳ
|! 梨 大 学 へ の ア ク セ ス

甲 府 キ ャン パ ス

(工学部･教育人間科学部･生命環境学部)

新Ｑ

Ｉ

宿 ⇒ 甲 府 駅

JR 中 央線　 特急｢ あずさ｣又 は｢かいじ｣で最速８３分

新宿駅西口高速 バスターミナルより最速119 分

電
車
・
バ
ス

山梨 大 学

甲府 キャン パス

至東京方面

苧新宿

二T

名 古屋⇒ 甲 府駅

1　 ①JR 中央線(塩尻駅経由)／塩尻で特急｢しなの｣から特急｢あずさ｣に乗り換え､最短181 分

／静岡で新幹線｢ ひかり｣から特急『ふじかわ』に乗り換え､最短１９５分

祠　JR 名古屋駅前 バスセンターより約２４０分

甲 府 駅 ⇒ 甲 府 キ ャン パ ス

甲府駅 北口２番バス乗り場より｢武田神社または積翠寺｣ 行き 約５分､｢山 梨大学｣ 下車

甲府 駅北口より武田 通りを北上､ 徒歩約15 分

j ＝t 東　 京 ⇒ 甲 府 キ ャン パ ス

首 都高新宿 線から 高井戸IC 経 由で中央 自動 車道:高井 戸IC ～甲 府昭和IC( 高井戸＝甲 府昭 和間約１時 間２０分 、

113. ２ｋｍ) で下りて､ 一般道を北東の方角 へ｡ 国道２０号線またはアルプ ス通り経由で約２０分

φ1 名 古 屋 ⇒ 甲 府 キ ャン パ ス

東名高 速:名古屋IC～小 牧ＪＣＴ～中央自 動車道:甲 府昭和IC( 名古屋＝甲府昭 和間約３時間､２４５,４ｋｍ)で下りて、

一般道を北東の 方角へ｡ 国道２０号線またはアルプス通り経由で 約２０分

工 学 部 支 援 課　 ＴＥＬ.055-220-8402

〒400-8511 山 梨 県 甲 府 市 武田 ４丁 目3-11http://

ｗｗｗ.ｅｎｇ･yａｍａｎａｓhi.ａｃ.jp/
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